
〈
明
日
〉

天
竜
川
は
か
つ
て
、
物
資
を
輸

送
す
る
舟
運
が
盛
ん
だ
っ
た
。
江

戸
時
代
に
始
ま
っ
た
舟
運
は
、
明

治
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
最
盛
期
を
迎
え
、
多
く
の

舟
が
信
州
と
太
平
洋
を
結
ぶ

H

川
の
道
H

を
往
来
。
レ
ジ
ャ
ー

と
し
て
の
舟
下
り
も
人
気
を
呼
ん

だ
。今
も
残
る
時
又
港
は
、
舟
運
の

拠
点
と
し
て
造
ら
れ
た
。
下
り
の

舟
は
米
や
柿
を
載
せ
、
上
り
便
に

は
魚
や
茶
、
塩
な
ど
が
積
み
込
ま

れ
た
。
道
路
や
鉄
道
が
整
爾
さ
れ

て
い
な
い
時
代
、
舟
は
大
量
の
物

資
を
安
く
運
ぶ
重
要
な
交
通
手
段

だ
っ
た
。

明
治
二
十
四
二
八
九
一
)

年
、
英
国
の
宣
教
師
ウ
ォ
ル
タ
1

.
ウ
エ
ス
ト
ン
が
舟
下
り
を
す
る

と
、
天
竜
川
は
海
外
で
も
一
躍
有

名
に
な
っ
た
。
時
又
と
中
ノ
島

(
現
浜
松
市
)
闘
で
は
、
多
く
の

定
期
客
舟
が
運
航
。
時
ヌ
港
を
一
訪

れ
る
外
国
人
の
利
用
客
も
増
え
、

近
く
に
は
旅
館
や
料
理
屋
、
カ
フ

ェ
な
ど
が
軒
を
連
ね
た
。

し
か
し
、
昭
和
初
期
以
降
に
天

竜
川
で
発
電
所
の
ダ
ム
建
議
が
続

く
と
、
航
路
を
失
っ
た
舟
運
は
途

絶
え
た
。
現
在
は
舟
下
り
の
観
光

舟
が
、
上
流
の
弁
天
港
と
時
又
港

闘
で
運
行
す
る
だ
け
と
な
っ
た
。

静
か
な
時
又
港
か
ら
、
か
つ
て
の

に
ぎ
わ
い
を
想
像
す
る
の
は
難
し

い
。
そ
れ
で
も
、
川
は
昔
も
今
も

変
わ
ら
ず
に
流
れ
続
け
る
。

(
中
山
道
雄
)
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グ
川
の
道
d

に
ぎ
わ
い
今
は
昔

日寺又港
(飯田市時文〉


